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遺伝子組換え食品等の安全性審査と

ゲノム編集技術応用食品等の取扱い

消費者庁

食品衛生基準審査課
消費者ホットライン１８８
イメージキャラクター「イヤヤン」
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遺伝子組換え食品等の安全性審査

○ 遺伝子組換え食品等を輸入・販売等する際には、安全性審査を行う必要があり、審査を行って
いない遺伝子組換え食品等や、これを原材料に用いた食品等の製造・輸入・販売等は、食品衛
生法に基づき禁止されている。

○ 安全性審査は、品目ごとに消費者庁が食品安全委員会の意見を聴いて行うこととなっている。
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遺伝子組換え食品等の安全性審査における確認事項

○ 遺伝子組換え食品等の食品健康影響評価指針が食品安全委員会から公表されている。

○ 主な確認事項は以下のとおり。

・組み込む前の作物（既存の食品）、組み込む遺伝子、ベクター（遺伝子の運び屋）などはよ
く解明されたものか、ヒトが食べた経験はあるか。

・組み込まれた遺伝子はどのように働くか。

・組み込んだ遺伝子からできるタンパク質はヒトに有害でないか、アレルギーを起こさないか。

・組み込まれた遺伝子が間接的に作用し、有害物質などを作る可能性はないか。

・食品中の栄養素などが大きくかわらないか。
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名称 数 性質

じゃがいも 12
害虫に強い
ウイルス病に強い

大豆 29
特定の除草剤で枯れない
特定の成分（オレイン酸など）を多く含む

てんさい
（砂糖大根）

３ 特定の除草剤で枯れない

とうもろこし 211
害虫に強い
特定の除草剤で枯れない

なたね 24
特定の除草剤で枯れない
特定の成分（DHAなど）を多く含む

わた 48
害虫に強い
特定の除草剤で枯れない

アルファルファ ５ 特定の除草剤で枯れない

パパイヤ １ ウイルス病に強い

カラシナ １ 特定の除草剤で枯れない

名称 数 性質

α-アミラーゼ 19

生産性向上
耐熱性向上
等

キモシン ５

プルラナーゼ 4

リパーゼ 7

リボフラビン ２

グルコアミラーゼ 5

α-グルコシルトランスフェラーゼ ４

シクロデキストリングルカノトランスフェラーゼ 2

アスパラギナーゼ １

ホスホリパーゼ 8

β-アミラーゼ １

エキソマルトテトラオヒドロラーゼ ２

酸性ホスファターゼ 1

グルコースオキシダーゼ 3

プロテアーゼ 5

ヘミセルラーゼ 2

キシラナーゼ ５

β-ガラクトシダーゼ １

プシコースエピメラーゼ １

テルペン系炭化水素類 １

α-グルコシダーゼ 1

ペクチナーゼ １

カルボキシペプチダーゼ １

アミノペプチダーゼ 1

トランスグルタミナーゼ １

○ 上記の他に、一定の要件に適合するものについては安全性審査を経ずに
又は一部が簡略化された安全性審査を経て販売等が認められている。

・審査済みの遺伝子組換え作物同士を掛け合わせた品種
(大豆、とうもろこし、なたね、わた)

・ 最終製品が高度に精製された非タンパク質性の添加物
（L-グルタミン酸、L-アルギニン等のアミノ酸等)

安全性審査の手続を経た旨の公表がなされた遺伝子組換え食品等

我が国で安全性審査を経た、遺伝子組換え食品は９作物334品種、遺伝子組換え添加物は25種類
84品目ある。（※令和６年10月時点）
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ゲノム編集技術の取扱い

育種技術
従来の育種技術

（突然変異誘発技術）
ゲノム編集技術 遺伝子組換え技術

遺伝子変化
の状態

規制・
取扱い

特段の規制なし
（事業者で安全を確保）

届出・公表 安全性審査・公表

修復に伴う数塩基の
欠失、置換、挿入

○ ゲノム編集技術は、染色体上の特定の塩基配列を認識する酵素を用いてその塩基配列上の特定
の部位を改変する技術。

○ ゲノム編集技術により、従来育種で起こり得る範囲の遺伝子変化を伴う食品は、安全性も従来
育種で得られる食品と同程度であるとして、安全性審査は行わず、届出を提出させ公表するこ
ととしている。

修復に伴う数塩基の
欠失、置換、挿入

（従来育種と同程度の
遺伝子変化）

外来遺伝子などの導入
（または、それらの残存）

育種過程を経て、品種（食品）を確立

外来遺伝子など

標的遺伝子

放射線・薬剤など

ランダムに切断

特定の配列を認識・切断する酵素

ピンポイントで切断

ピンポイントに導入 ランダムに導入
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ゲノム編集技術応用食品等の事前相談・届出

○ ゲノム編集技術応用食品等は、事前相談で遺伝子組換え食品等への該当性を確認している。

○ 遺伝子組換え食品等に該当しないと判断された場合、届出を提出させ、消費者庁HPに掲載し、
公表する仕組みとしている。

ゲノム編集技術応用食品等を製造・販売等する場合 （参考）遺伝子組換え食品等を製造・販売等する場合

事業者から消費者庁に対して事前相談

遺伝子組換え食品等調査会への確認

事業者から消費者庁に対して届出

届出情報の公表
（ホームページ掲載）

事業者から消費者庁に対して申請の申し出

事業者から消費者庁に対して申請

消費者庁から食品安全委員会に対して
食品健康影響評価の依頼（諮問）

食品安全委員会の専門調査会における審議

食品安全委員会から消費者庁に対して
食品健康影響評価の結果通知（答申）

安全性審査の手続きを経た旨の告示
（官報掲載）

遺伝子組換え食品等に
該当する場合遺伝子組換え食品等に

該当しない場合



7

ゲノム編集技術応用食品等の届出事項

○ ゲノム編集食品等の届出事項については、ゲノム編集技術応用食品及び添加物の食品衛生上の
取扱要領（令和元年9月19日大臣官房生活衛生・食品安全審議官決定）に記載されている。

○ 届出内容は以下のとおり。

・開発した食品の品目・品種名及び概要（利用方法及び利用目的）

・利用したゲノム編集技術の方法及び改変の内容

・外来遺伝子及びその一部の残存がないことの確認に関する情報

・確認されたＤＮＡの変化がヒトの健康に悪影響を及ぼす新たなアレルゲンの産生及び含有す
る既知の毒性物質の増加を生じないことの確認に関する情報

・特定の成分を増加・低減させるため代謝系に影響を及ぼす改変を行ったものについては、標
的とする代謝系に関連する主要成分（栄養成分に限る。）の変化に関する情報

・上市年月（※上市後に消費者庁へ届出）
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届出・公表がなされたゲノム編集技術応用食品等

届出・公表されたゲノム編集技術応用食品等は７品種９届出（※令和６年10月時点）

※括弧内は届出日

ワキシートウモロコシ

(R5.3.20)
アミロペクチンを多く
含むトウモロコシ

高成長ヒラメ

(R5.10.24)
成長速度の早いヒラメ

①(R2.12.11)
②(R5.7.27)

健康機能性成分GABA
を高蓄積化

GABAトマト

(R3.9.17)
(R4.12.5系統追加)

筋肉量が増加したマダイ

可食部増量マダイ

(R3.10.29) 
(R4.12.5系統追加）

成長速度の早いトラフグ

高成長トラフグ

高小型塊茎数
ジャガイモ

(R６.10.16)
小型の塊茎（ジャガイモ）

が多くできる


